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プセン主義 )」 (1918 年 6 月号 )・「実験主義」 (1919 年 4 月号 )などを発表した。
これを機に、胡適が独立健全と考える梁啓超の「新民説」に由来する個人主義





またこの年の 5 月には、胡適の仲介でデューイの訪中が実現した。日暮 (2014)
によると、「胡適が、デューイの弟子として、また、優れた翻訳者として、各地




















1927 年 5 月、胡適は上海に帰着してからは母国の教育事業の発展に没頭し
た。1927 年 8 月から 1928 年 6 月までは、光華大学で教授として勤めた。そし
て、呉淞中国公学校長に就任した。1930 年、胡適は中国公学の校長を辞めて、
家族とともに北上した 15)。1931 年、北京大学の総長である蒋夢麟の招請によ
り、同年 2 月、北京大学文学院長兼中国文学系主任に就任した。 
1937 年、全面抗日戦争が始まった。その状況の下で、蒋介石の意を受け、中




1943 年 1 月から米国国会図書館東方顧問として勤め始めた 16)。1943 年の秋ご
ろは、『水経注』研究を始めた。そして 1946 年 9 月、胡適は北京大学校長に就
任した。当時、激しい反内戦の運動の中で、胡適は、「政治的な要求のため学業
を放棄してはならない、自ら有用な人となるように努力するべきである」と、
政治より学問を優先すべきことを学生たちに説いた 17)。1948 年 12 月 15 日、
胡適は飛行機に搭乗して南下した。1949 年 3 月、蒋介石の意を受けて、救援
活動のために渡米した 18)。その翌年、プリンストン大学の招聘を受けた。その
後、学術教育振興のために台湾へ帰り、1958 年 4 月、中央研究院院長に就任
した。1959 年 2 月、胡適は国家長期発展科学委員会を組織して、台湾発展の
ための基礎を築いた。しかし、1962 年 2 月 24 日、突然の心臓病の発作によっ
て 72 歳で逝去した。 
胡適の思想と教育実践 





［1895 年 -1910 年］、 (2)デューイ思想の受容と創新［1910 年 -1926 年］、 (3)整
理国故 (科学的な学問方法論を用いて、中国伝統の歴史・思想・文学などを研究














































































「敬告中国的女子」(中国の女子に告げる )(1906 年 11 月 )の中で、胡適は伝統
胡適の思想と教育実践 








































と出会ったのはコロンビア大学期 (1915 年 -1917 年 )である。先に見たように、
胡適はデューイに出会う前からすでに欧米で広がりを見せていた進化論に触れ






想の諸段階 」を踏 ま えて「古代 中国に お ける論理的 な方法 の 発展 (The 
Development of the Logical Method in Ancient China)」と題する博士論文を
完成するのである。 
では、つぎにデューイ思想研究を終え母国に帰国した胡適の活躍について言
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の思想である。 )という見方を維持していた 36)。 
胡適の『中国哲学史大綱が発表されたのち、1919 年 5 月にデューイの訪中



































































文「古代中国における論理的な方法の発展 (The Development of the Logical 
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The Thought and Educational Practices of Hu Shih:  




John Dewey was an American philosopher, psychologist, and educational 
reformer whose ideas have been influential on education in Japan and China. 
Hu Shih made a notable contribution to this influence through his 
introduction of John Dewey to modern China (the period of the Republic of 
China on the mainland, 1912–1949). Hu studied philosophy at the Teachers 
College at Columbia University from 1915 to 1917, during which time he 
was greatly influenced by his professor, Dewey. Hu was a famous Chinese 
thinker, philosopher, essayist, and diplomat who was influential in the May 
Fourth Movement and one of the leaders of China’s New Culture Movement. 
In this paper, I clarify the relationship between the thought of Hu and 
Dewey by referencing Hu’s career and achievements. Specifically, this 
paper aims to clarify Hu’s ideological characteristics during various periods 
in his life. Through this process of exploration, we see how, in the great tide 
of times, Hu, a traditional intellectual, accepted and renewed Dewey’s ideas. 
Specifically, I consider, in detail, Hu’s ideas at each stage of his career 
(before, during, and after studying abroad) and the connection between his 
ideas, his educational practices, and Dewey’s thought. 
 
 
